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経費の変化を明確に算出するために、ここでは指定管理者が運営する学童保育クラブに絞つたデータを
使用しています。

○新制度による運営費の増加状況

1年間で約8億3千万円程度だつた学童保育クラブの運営費は、2015年度から始まった新制度に
よって、5千万円以上増加 し、およそ9億円に増額 しました。
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2015年度

(新制度移行後 )

2014年度

(新制度移行前 )

指定管理学童保育クラブ数 :35クラブ

(全学童保育クラブ数 :43クラブ)

入会児童1人当たりの年間運営費
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2015年度

(新制度移行後)

2015年度指定管理学童保育クラブ在籍児童数 :2,765人

(全学童保育クラブ在籍児童数 :3,382人 )

2014年度

(新制度移行前 )

2014年度指定管理学童保育クラブ在籍児童数 :2,670人

(全学童保育クラブ在籍児童数 :3,228人 )

○放課後児童支援員の配置数

2014年度
(新制度実施前)

2015年度
(新制度実施後)

増員数

308人 354人 +46人

主な増額要因は、放課後児童支援員を46人増員したことです。
2014年度までは、施設の規模や児童の人数等によつて、放課後児童支援員を配置していましたが、概
ね40人の児童に対し、放課後児童支援員2人を配置することになりました。
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